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来
年
4
月
開
学
の
国
際
教
養
大
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学
長
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一
地
域

社
会

、
国
際

社
会
に
貢
献

一
す
る
若
々

し
い
人
材

の
イ
メ
！

一
ジ

を
図
案
化
し
た

。

一
同

大
は
英

語
の
実
践
教
育
を

一
重
視
し

、
授
業

を
英

語
で
行
う

一
ほ
か

、一
年
以
上

の
海

外
留

学

フ
ィ
ッ

ク
・

デ
ザ
イ

ナ
ー

信
貴一

を
義
務
づ
け

て
い
るロ
定員

は

正
明
さ
ん（
刊

）の
作
品
で

、
賞一

百
人

。
専
任

教
員
四
十
四
人
の

金
三
十
万
円

が
贈

ら
れ
る

。
緑一
約

六
割

が
外
国
籍

で
、

特
任

教

の
地
球か

ら
未

来へ
の
び

る
若一
員

は
七
人

、
非
常
勤
講
師

は
十

杉
を
秋
田
の
「
a」

で
表
現

。一
八
人
と
なっ
て
い
る

。

県
は
二

十
日

、
来
年
四
月

開
学
予
定の
国
際

教
養

大
学
（
雄
和

町）
の
組
織・
人
事
や
シ
ン
ボ

ル
マ

l
ク
を
発
表
し
た4

同
大
は
独

立行
政

法
人
と
し
て
開
学
す
る
予
定。

副
学
長
に
前
多
摩

大
学
学
長
の
グ
レ
ゴ
リ

l－
ク
ラ
l
ク
氏（
閉山

）が
就
任

す
る
ほ
か

、
学
長
の
諮問
機
関
と
し
て
「
ト
ッ

プ
諮
問
会
議」
を
設
置

す
る
の
が
特
徴
だ

。
学
長
に
内
定し

て
い
る
中
嶋
嶺

雄
氏
は
県
庁

で
会
見

し
、

「
地
域

に
聞か

れ
、

世
界
に
発
信
し
て
い
く
た
め
の
人
選
を
し
た

。
民
間

の
発
想
マ

大
学
経
営
に

あ
た
り
た
い」
と
抱
負

を
語っ
た

。

明
石
康氏
も「
諮
問
会
議」
議
長
に

身回言学勢人
で程す教や）「
元度る育将はト
国開のの来 、 ツ
連｛躍があ展世プ

事す目り望界諮
務る的方をの 問
次 。でを踏社会

長比 、提ま会議
、の内年言え経」

明町に 、た済（
石出二助大情七

る るキ本は康
「大 。 l文評氏

大学 ッ学論が
学運 氏研家議
経営 ら究の長

室2 が 君事毒
＝心 内ド映め議機 定ナ子る」関 しル氏 。
（と てド 、委
八な い ・ 日員

たあ六っ た学つにめ議る て部るを回ら メ日芸の人
の つ人い事い重くはの会の寺い評重は程がン本短ほ）
はた（てた」視れな苦やに田く価要じ度決ツテ大かの

。九は 、とのたい労県五知 。機事め開ま顧キ学 、ヂ
新最百 、シ語価要大が民年事 関項 、催 つ問サ長秋〈潟優回全ン つ値因学 、の以は プ を大さてのスの田ハ
豪霊さ票充弓雲名寝室震幸三 三護主 柊 注 生 ふ 石公 ふ
市にのらマ 大 つ営でを要こ もす般法 。駒ン川立正

の選前四l 学？形の得しま 整るに人年俊ス好美副
グぱ募百ク に 5態日るたで 備 0関経に明ツ氏術学
ラれが十に し実を本た 。来 し外す営六氏ルや工長

国際教養大のシンボルマークを発
表する寺田知事（左）と中嶋氏

来年４月開学の国際教養大　副学長にクラーク氏


